
年間授業計画　新様式

高等学校 令和５年度（１年次用） 教科  科目

教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 年次 Ａ 組～ Ｈ 組

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：情報Ⅰ

【 知　識　及　び　技　能 】

前
期

情報と情報技術及びこれらを活用して問題を発見・解決する方法について理解を深め技能を習得するとともに、情
報社会と人との関わりについての理解を深める。

情報と情報技術を適切に活用するとともに、情報社
会に主体的に参画する態度を養う。

【学びに向かう力、人間性等】【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

効果的なコミュニケーションの実現、コンピュータ
やデータの活用について理解を深め技能を習得する
とともに、情報社会と人との関わりについて理解を
深める。

様々な事象を情報とその結び付きとして捉え、問題
の発見・解決に向けて情報と情報技術を適切かつ効
果的に活用する力を養う。

配当
時数

情報社会の問題解決

【知識及び技能】
情報やメディアの特性を踏まえ、情
報と情報技術を活用して問題を発
見・解決する方法を身に付ける
情報に関する法規や制度、情報セ
キュリティの重要性、情報社会にお
ける個人の責任及び情報モラルにつ
いて理解する。
情報技術が人や社会に果たす役割と
及ぼす影響について理解する。

【思考力、判断力、表現力等】
目的や状況に応じて、情報と情報技
術を適切かつ効果的に活用して問題
を発見・解決する方法について考え
る。
情報に関する法規や制度及びマナー
の意義、情報社会において個人の果
たす役割や責任、情報モラルなどに
ついて、それらの背景を科学的に捉
え、考察する。
情報と情報技術の適切かつ効果的な
活用と望ましい情報社会の構築につ
いて考察する。

【学びに向かう力、人間性等】
情報と情報技術を適切に活用すると
ともに、情報社会に主体的に参画す
る態度を養う。

科目オリエンテーション
情報とその特性
メディアとその特性
問題を解決する方法
情報の収集と分析
解決方法の考案
知的財産
個人情報
情報セキュリティ
情報モラルと個人の責任
情報技術の進歩と役割
情報技術が社会に与える光と影

【知識・技能】
情報の特性を理解している。メディアの特性を理解
している。問題解決のステップを理解している。情
報収集の方法を理解している。ブレーンストーミン
グやマインドマップなどの発想法を理解している。
知的財産権で保護される権利について理解してい
る。個人情報がどのように守られているかを理解し
ている。情報セキュリティについて理解している。
インターネットトラブルに関する法律について理解
している。情報技術の進歩の具体例について理解し
ている。情報技術が社会に与える光と影について理
解している。

【思考・判断・表現】
情報の評価をし、物事を判断することができる。伝
える情報に対して適切なメディアを判断することが
できる。問題解決のプロセスや改善方法を具体的に
考えることができる。収集した情報を表計算ソフト
ウェア等を用いて表現して分析することができる。
ブレーンストーミングやマインドマップなどの発想
法を使い、図解して表現することができる。著作物
の利用について適正に判断することができる。個人
が特定される可能性がある箇所を考えることができ
る。セキュリティ上よいとされるパスワードを考え
ることができる。法律で禁止されているものとマ
ナーによる対応が期待されているものの違いを考え
ることができる。情報技術の進歩により生活がどの
ように変化してくか考えることができる。情報化の
進展による弊害を解消する方法を考えることができ
る。

【主体的に学習に取り組む態度】
情報の特性を理解しようとしている。情報によって
適切なメディアを選ぼうとしている。身の回りの問
題について、問題解決のステップに当てはめて考え
ようとしている。目的の情報を得るために検索の方
法を工夫して収集し、分析しようとしている。発想
法を活用しようとしている。知的財産について興味
を持とうとしている。個人情報を適切に扱おうとし
ている。情報セキュリティを意識しようとしてい
る。情報機器を扱う場合にトラブルを起こさないよ
うにしている。情報技術の進歩による生活の変化に
参画していこうとしている。情報化の進展による弊
害を解消していこうとしている。

○

2○ ○

定期考査及び返却・振り返り

○

情報 情報Ⅰ
情報 情報Ⅰ 2

情報I　Step Forward![情I702] 東京書籍

情報

様々な事象を情報とその結び付きとして捉え、問題の発見・解決に向けて情報と情報技術を適切かつ効果的に活用
する力を養う。

情報と情報技術を適切に活用するとともに、情報社会に主体的に参画する態度を養う。

○ ○ 10

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態



配当
時数

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態

前
期

○ ○ ○ 4

コミュニケーションとメディア
情報のデジタル化
数値の表現
２進法の計算
文字のデジタル表現
音のデジタル表現
画像のデジタル表現
データの圧縮
メディアと文化の発展
ネットコミュニケーションの特徴
情報デザイン
操作性の向上と情報技術
全ての人に伝わるデザイン
コンテンツ設計

【知識・技能】
情報メディアの歴史について理解している。コン
ピュータ内の情報の扱い方を理解している。2進法、
10進法、16進法の関係を理解している。コンピュー
タでの整数の表現を理解している。文字のデジタル
表現の方法を理解している。音のデジタル表現の方
法を理解している。画像のデジタル表現の方法を理
解している。データの圧縮の種類や特徴を理解して
いる。デジタルデータの特徴を理解している。メ
ディアと文化の発展について理解している。ネット
コミュニケーションの特徴を理解している。情報デ
ザインの方法を理解している。ユーザインタフェー
スとは何かを理解している。ユニバーサルデザイン
とは何かを理解している。デザイン思考の流れにつ
いて理解している。

【思考・判断・表現】
メディアの電子化と情報通信技術の関係について考
えることができる。アナログデータとデジタルデー
タの違いを考えることができる。2進法、10進法、16
進法の相互の変換をして数値を表現することができ
る。2進法の加算と減算を考えることができる。文字
コードを使って文字を数値で表現することができ
る。音をデジタル化して表現することができる。画
像をデジタル化して表現することができる。データ
の圧縮率を考えることができる。デジタルデータの
プラス面とマイナス面について考えることができ
る。UGCの違いについて考えることができる。イン
ターネットがよい方向と悪い方向に機能する点につ
いて考えることができる。情報を可視化して表現す
ることができる。使いやすさを高めるユーザインタ
フェースを考えることができる。カラーバリアフ
リーを考えて制作物を表現することができる。問題
解決をするために「誰に」「何を」「どのように」
取り組んだらよいかをデザイン思考の流れで考える
ことができる。

【主体的に学習に取り組む態度】
コミュニケーションとメディアの歴史について、関
心や意欲をもって取り組もうとしている。データを
デジタル化しようとしている。2進法、10進法、16進
法の相互の変換をして数値を表現しようとしてい
る。2進法の計算を理解しようとしている。文字のデ
ジタル表現をしようとしている。音のデジタル表現
の方法を理解しようとしている。画像や動画のデジ
タル表現をしようとしている。データの圧縮方法の
種類や特徴に関心を持とうとしている。デジタル
データの特徴に関心を持とうとしている。インター
ネットの発達による情報発信について関心を持とう
としている。ネットコミュニケーションの特徴につ
いて関心を持とうとしている。情報デザインを活用
しようとしている。全ての人に使いやすいデザイン
の工夫や取り組みを考えようとしている。全ての人
に使いやすいデザインの工夫や取り組みを考えよう
としている。ユーザ分析をして、効果的なコミュニ
ケーションのために情報デザインを行おうとしてい
る。

○ ○

定期考査及び返却・振り返り

コミュニケーションと情報デザイン

【知識及び技能】
メディアの特性とコミュニケーショ
ン手段の特徴について、その変遷も
踏まえて科学的に理解する。
情報デザインが人や社会に果たして
いる役割を理解する。
効果的なコミュニケーションを行う
ための情報デザインの考え方や方法
を理解し表現する技能を身に付け
る。

【思考力、判断力、表現力等】
メディアとコミュニケーション手段
の関係を科学的に捉え、それらを目
的や状況に応じて適切に選択する。
コミュニケーションの目的を明確に
して、適切かつ効果的な情報デザイ
ンを考える。
効果的なコミュニケーションを行う
ための情報デザインの考え方や方法
に基づいて表現し、評価し改善す
る。

【学びに向かう力、人間性等】
情報と情報技術を適切に活用すると
ともに、情報社会に主体的に参画す
る態度を養う。

○ 16

6

総合実習 総合実習
学習のまとめ

情報Ⅰの各単元において学習した知識・技能が身に
付き、それらを活用して思考・表現することができ
ているか。また、主体的に活動に取り組めている
か。

○ ○ ○



配当
時数

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態

○ ○

後
期

コンピュータとプログラミング

【知識及び技能】
コンピュータや外部装置の仕組みや
特徴、コンピュータでの情報の内部
表現と計算に関する限界について理
解する。
アルゴリズムを表現する手段、プロ
グラミングによってコンピュータや
情報通信ネットワークを活用する方
法について理解し技能を身に付け
る。
社会や自然などにおける事象をモデ
ル化する方法、シミュレーションを
通してモデルを評価し改善する方法
について理解する。

【思考力、判断力、表現力等】
コンピュータで扱われる情報の特徴
とコンピュータの能力との関係につ
いて考察する。
目的に応じたアルゴリズムを考え適
切な方法で表現し、プログラミング
によりコンピュータや情報通信ネッ
トワークを活用するとともに、その
過程を評価し改善する。
目的に応じたモデル化やシミュレー
ションを適切に行うとともに、その
結果を踏まえて問題の
適切な解決方法を考える。

【学びに向かう力、人間性等】
情報と情報技術を適切に活用すると
ともに、情報社会に主体的に参画す
る態度を養う。

コンピュータの構成
ソフトウェア
処理の仕組み
論理回路
アルゴリズムの表現
アルゴリズムの効率性
プログラムの仕組み
プログラミング入門
プログラムの応用
問題のモデル化
モデル化の活用
シミュレーション
シミュレーションの活用

【知識・技能】
コンピュータの構成について理解している。ソフト
ウェアの働きを理解している。コンピュータの計算
手順を理解している。論理回路について理解してい
る。アルゴリズムで表現する技能を身につけてい
る。探索アルゴリズムを理解している。プログラム
を作成するための技能を身につけている。プログラ
ミング言語によるプログラムを作成するための方法
を理解している。関数やAPIの利用で、プログラムを
効率よく活用できることを理解している。モデル化
の手順を理解している。モデル化をする技能を身に
つけている。シミュレーションの手順を理解してい
る。シミュレーションをする技能を身につけてい
る。

【思考・判断・表現】
身の回りの機器にどのようなセンサが組み込まれて
いるか考えることができる。ソフトウェアとハード
ウェアの処理の流れを考えることができる。コン
ピュータの処理の仕組みを考えることができる。論
理回路を真理値表に表現することができる。問題解
決の手順を考えて、アルゴリズムで表現することが
できる。目的に応じたアルゴリズムを考えることが
できる。コンピュータに命令するときに注意するこ
とを考えることができる。プログラミングで表現す
ることができる。関数やAPI等を利用して、プログラ
ミングで表現することができる。対象の事象をモデ
ル化して表現することができる。開発したモデルの
評価を考えることができる。シミュレーションを通
してモデルの評価を考えることができる。シミュ
レーションしたモデルの評価を考えることができ
る。

【主体的に学習に取り組む態度】
コンピュータの構成に興味を持とうとしている。ソ
フトウェアとハードウェアの連携に興味を持とうと
している。コンピュータの仕組みに興味を持とうと
している。論理回路を真理値表で表そうとしてい
る。問題解決の手順をアルゴリズムで表現しようと
している。目的に応じたアルゴリズムを考えようと
している。プログラムを作成しようとしている。プ
ログラムを作成しようとしている。プログラムを作
成しようとしている。問題解決の手段としてモデル
化をしようとしている。モデルを活用して問題解決
を行おうとしている。シミュレーションの活用方法
を考えようとしている。シミュレーションを活用し
て問題解決を行おうとしている。

定期考査及び返却・振り返り

○

○ 16

○ ○ 2



配当
時数

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態

2

後
期

定期考査及び返却・振り返り

○

【知識・技能】
インターネット接続について理解している。デジタ
ル通信の仕組みについて理解している。WWWで使われ
ている仕組みについて理解している。情報セキュリ
ティの技術について理解している。社会にある情報
システムのサービスについて理解している。情報シ
ステムの種別を理解している。情報システムを信頼
して使える工夫について理解している。データベー
スの種類について理解している。関係データベース
における検索の技能を身につけている。データの種
類について理解している。データを可視化する技能
を身につけている。仮説検定について理解してい
る。相関関係と因果関係について理解している。

【思考・判断・表現】
家庭内LANの構築を考えることができる。プロトコル
によってどのようにコンピュータどうしが通信して
いるかを考えることができる。インターネットが普
及した理由を考えることができる。データを暗号化
して表現することができる。情報化が進展すると、
暮らしや社会がどのように変化していくか考えるこ
とができる。身の回りの端末に活用されている情報
システムの例を考えることができる。情報システム
を信頼して使える工夫について、活用できる場面を
考えることができる。データベースを使って管理し
ているものを考えることができる。関係データベー
スで正規化して表現することができる。データの性
質を把握して、適切な処理方法を判断することがで
きる。テキストマイニングで分析した結果から得ら
れることを考えることができる。仮説検定により仮
説が正しいといえるか判断することができる。2つの
データの関係性について考えることができる。

【主体的に学習に取り組む態度】
ネットワークの仕組みについて興味を持とうとして
いる。コンピュータに割り振られているIPアドレス
をどのように調べたらよいか考えようとしている。
インターネットで使われている仕組みについて関心
を持とうとしている。情報セキュリティを高める技
術を実践しようとしている。情報システムと通貨に
ついて関心を持とうとしている。身の回りの端末に
活用されている情報システムに興味を持とうとして
いる。情報システムを信頼して使える工夫について
活用しようとしている。身の回りのビッグデータの
管理と活用に興味を持とうとしている。データの管
理と整理をしようとしている。データの性質を適切
に判断してアンケートに表現しようとしている。
データの分析をしようとしている。統計的な考え方
に基づいて結果を判断しようとしている。過去の
データから未来を予測しようとしている。

情報通信ネットワーク
デジタル通信の仕組み
インターネットの利用
安全安心を守る仕組み
情報システム
さまざまな情報システム
情報システムの信頼性
データの活用とデータベース
データの管理
データの収集と種類
データの分析
不確実な事象の解釈
２つのデータの関係

情報通信ネットワークとデータの活
用

【知識及び技能】
情報通信ネットワークの仕組みや構
成要素、プロトコルの役割及び情報
セキュリティを確保するための方法
や技術について理解する。
データを蓄積、管理、提供する方
法、情報通信ネットワークを介して
情報システムがサービスを提供する
仕組みと特徴について理解する。
データを表現、蓄積するための表し
方と、データを収集、整理、分析す
る方法について理解し技能を身に付
ける。

【思考力、判断力、表現力等】
目的や状況に応じて、情報通信ネッ
トワークにおける必要な構成要素を
選択するとともに、情
報セキュリティを確保する方法につ
いて考える。
情報システムが提供するサービスの
効果的な活用について考える
データの収集、整理、分析及び結果
の表現の方法を適切に選択し、実行
し、評価し改善する。

【学びに向かう力、人間性等】
情報と情報技術を適切に活用すると
ともに、情報社会に主体的に参画す
る態度を養う。

14○○

○ ○

総合実習 総合実習
学習のまとめ

情報Ⅰの各単元において学習した知識・技能が身に
付き、それらを活用して思考・表現することができ
ているか。また、主体的に活動に取り組めている
か。

○ ○ ○

6

合計

78

○


